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的資料(史 料)を 用いて,一 つの歴史を構成
するものである。 これを 『歴史展示』と呼ぶ











































れて くる。但 し,須恵器はいままでの ものと
のぼりがま








地 をつ くる。 この製作 にはい くつかの方法が
































く。③,粘 土を水漬けに しておく。④,粘 土
ど水を撹拝 し,そのうわずみをとり沈澱 させ
る。 これを水簸 と呼び,素焼 きのやきもので
は土師器などの製作に使用 されている。以上
のよ うな方法が考え られている(潮見 前
出)。もちろん,この素地のままで土器づ くり
が行なわれたわけではない。 これに砂粒を加




































































































盛 りつ けの機能 をもつ土器 と考え られてい













































土器は口縁部か らっ くられるのか,あ るいは




















































なことは同時期 ・同器種の しか も隣接する地
域のものと比較することである。そして,こ






























































ガラスの背面か ら光線を当て,そ して,こ の
前面 に土器を置 く。曇 りガラスによって光





















































る。 しか し,この展開写真を主展示 にした時
はどういうことになろうか。確かに,文様全






示す るかというと,決 して新 しい方法ではな
いが,回転台の上にのせゆっくり回転させて
見せ る方法が良い。つまり,観客がその資料























A型 は歴史博物館 の中で もっとも多 く採
用 されている方法で,い わば一般的といって
よい。 しか も,歴史的に古いのである。 もち











年,こ の方式を採 り入れる館が増加 しっっあ
る。
C型については,土 器展示どして実際に採



















使用する ものと,持 ち運 び用の ものとがあ
り,特 に置いて使用す る土器の場合 はA型
がふさわ しい。地に足がついているというイ
一40一












も,開 館12年後 にはA型 展示 に改 めて し
まったが,こ こでは以前の展示について述べ
てお く。展示のね らいは,土器はどのように




た土器 の総称 で あ り,時 間的 にいえば約
7,000～8,000年という長い期間に使用されて
いた土器をさすのである。さらに縄文式土器









































































れ るにすぎないのであ る。よ うや く前期 に
至っていわゆる文様らしきものが目にっき,
そして,中 期になって一気に華開 く。後期の

























るのか,理 解 して もらうことが重要である。






































































も,そ れは もっとも適 した方 法を用 いるべ き
で あ り,こ の方法 を ク リアす る ことに よ っ








力ある学問の世界を,広 くそ して深 くみんな
のまえに広げて見せて くれるに違いない」と








































































けた。 ここに末文なが ら厚 くお礼申 しあげる
次第である。
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SomeA叩ectsontheDisplayMethodsofPotteriesinHistoricalMuseums
KUMANOMasaya
Inhistoricalmuseums,thereoften.usemanypotteriesintheirexhibitionespeciallyfor
ancientages.Forthatreason,potteryisoneofprincipalartifactsinthatage,sotheyare
necessaryspecimenstorestoretheolddaysdailylife.Andalsopotteryisgooddatemarkers.
Traditionary,potteriesareexhibited.standinginshowcase.Nowadayswecanseesome
examplestoshowthemon・thewalLThiswayofdisplaywouldbegoodfor「showingtheir
shapes,decorations,andalso「theirChangingaspectsalongtheirsequence.、
Iwouldsuggestthethirdwayofdisplay-usingthespace,forexample,hangingdowna
potteryinrecliningpositionforshowingpouringwater.Ofcourse,thesafetyofthem・mustset
up.Anyway,wehaVetobrakeourfixedideasforshowingancienthistoryanddailylife
throughexhibitingPotteries.
一'45一
